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「
吹
咀
」
の
記
載
は
『
霊
枢
濤
「
用
淳
酒
二
十
斤
、
蜀
椒
一
斤
、

乾
姜
一
斤
、
桂
心
一
斤
、
凡
四
種
皆
吹
咀
」
、
「
傷
寒
論
』
桂
枝

湯
芸
右
五
味
吹
咀
三
味
」
が
早
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
哲

達
の
收
咀
の
解
釈
は
異
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
收
咀
の
源
流
を

探
り
、
吹
咀
の
解
釈
の
一
助
を
目
的
と
す
る
。

一
、
「
吹
咀
」
の
諸
説

「
收
咀
」
に
は
古
代
の
学
者
に
よ
る
幾
多
の
解
釈
が
あ
る
。

１
搗
砕
の
説
唖
陶
弘
景
「
名
医
別
録
」
の
「
旧
方
皆
云
吹
咀
者
、

謂
秤
畢
搗
之
如
大
豆
」
、
瀧
安
常
「
傷
寒
総
病
論
」
の
「
如
吹
咀
菱

蕊
之
津
状
、
令
之
粗
末
是
也
」
、
方
有
執
『
傷
寒
論
条
辨
」
に
「
吹

咀
言
搗
令
大
小
適
中
、
有
粒
穎
可
以
咀
噛
之
而
有
味
也
」
が
あ
る
。

２
商
量
掛
酌
の
説
岬
蘇
敬
「
本
草
序
例
』
の
「
吹
咀
、
商
量
掛

酌
之
也
。
」

３
口
歯
咀
噛
の
説
恥
冠
宗
穴
『
本
草
術
義
」
の
「
吹
咀
有
含
味
之

68

吹
咀
の
源
を
探
る

郭’

秀
梅
・
加
藤
久
幸

意
、
如
人
以
口
歯
咀
噛
」
、
李
杲
の
「
吹
咀
古
制
也
。
古
無
鉄
刃
以

口
咬
細
」
、
張
介
賓
「
類
経
」
の
「
古
人
以
口
囑
薬
、
砕
如
豆
粒
而

用
之
。
後
世
錐
用
刀
切
、
而
猶
称
吹
咀
者
」
、
段
玉
裁
「
説
文
解
字

注
」
に
は
「
含
而
味
之
、
凡
湯
酒
膏
薬
、
旧
方
皆
云
收
咀
・
」
と
注

釈
し
て
あ
る
。

山
田
正
珍
「
傷
寒
論
集
成
」
に
「
吹
咀
者
、
謂
制
薬
為
飲
片
」
、

伊
藤
鳳
山
「
傷
寒
論
文
字
考
」
に
「
蘇
恭
以
為
商
量
掛
酌
之
名
、

是
為
得
之
」
、
ほ
か
に
鈴
木
良
知
・
山
田
業
広
・
玉
井
穆
元
純
・
古

矢
剛
齋
等
が
「
咀
噛
」
の
説
を
と
っ
て
い
る
。

二
、
「
吹
咀
」
は
「
父
（
甫
）
且
」
と
な
す

『
傷
寒
論
』
よ
り
早
期
に
成
立
し
、
修
改
さ
れ
な
い
医
学
資
料
に

は
吹
咀
が
な
く
、
父
（
甫
）
且
の
表
記
だ
け
が
あ
る
。
馬
王
堆
医
書

の
「
雑
療
方
」
に
「
内
加
及
約
取
空
塁
二
斗
父
且
段
之
」
、
「
養
生

方
』
の
「
凡
三
物
甫
●
●
投
之
」
、
『
武
威
漢
代
医
簡
』
治
伏
梁
裏

膿
在
胃
腸
之
外
方
「
凡
七
物
皆
父
且
」
な
ど
が
あ
る
。
「
居
延
漢

簡
』
に
も
「
●
●
皆
父
且
」
の
記
載
が
あ
る
。

書
誌
学
的
に
考
え
て
、
『
霊
枢
』
「
傷
寒
論
』
に
記
載
さ
れ
た
「
收

咀
」
か
ら
は
記
載
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
傷
寒

論
」
よ
り
凡
そ
百
年
ほ
ど
早
く
成
立
し
た
「
武
威
漢
代
医
簡
」
の
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「
父
且
」
に
よ
り
漢
代
の
実
態
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
く
か
ら
「
父
且
」
が
常
に
医
書
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
父
且

の
字
に
意
味
を
表
す
口
へ
ん
を
付
け
、
收
咀
に
す
る
こ
と
で
、
父

母
の
父
と
而
且
の
且
を
並
べ
た
も
の
と
区
別
す
る
認
識
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
吹
咀
は
父
且
よ
り
さ
ら
に
、
こ
の
双
音
の
形
態

の
連
係
を
増
強
で
き
る
。
ま
た
、
口
へ
ん
を
付
け
た
の
は
、
咀
噛

の
意
味
を
表
す
た
め
で
は
な
く
。
お
そ
ら
く
薬
を
口
か
ら
呑
む
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
で
は
な
い
か
。

古
代
の
男
性
は
「
父
」
或
い
は
「
甫
」
と
称
さ
れ
た
。
「
父
」
と

「
甫
」
が
本
来
、
同
じ
字
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
父
且
」
が
「
吹
咀
」

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
古
人
の
親
孝
行
の
観
念
に
関

わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
父
に
口
を
付
け
れ
ば
、
「
無
君
無
父
」
と
思

わ
れ
る
疑
い
を
免
れ
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
父
且
が
吹
咀
に
変
わ

ら
れ
た
時
代
は
、
「
以
孝
治
天
下
」
を
提
唱
し
て
い
た
晋
代
の
可
能

性
が
極
め
て
高
い
・

三
、
「
收
咀
」
が
迭
韻
連
綿
詞
で
あ
る

段
玉
裁
は
「
吹
咀
」
を
「
含
而
味
之
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、

「
哺
」
に
つ
い
て
「
哺
咀
蓋
迭
韻
字
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
の

説
が
「
吹
咀
」
の
意
味
を
探
索
す
る
た
め
の
新
た
な
道
を
開
拓
し

た
。

父
・
甫
・
且
は
古
音
魚
部
に
属
し
、
迭
韻
字
で
あ
り
、
連
綿
詞

に
構
成
し
た
後
、
そ
の
意
味
は
父
．
且
の
最
初
の
意
味
と
必
然
的

な
連
係
が
無
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
父
の
本
意
は
手
で

斧
を
持
つ
こ
と
を
表
す
。
且
は
男
性
の
生
殖
器
を
表
し
、
祖
の
本

字
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
收
咀
は
斧
・
祖
先
の
意
味
と
全
く
関
係

が
な
い
。
先
ず
、
父
且
の
二
字
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
二
字
の
音

声
で
意
味
を
表
す
だ
け
で
あ
る
。

連
綿
詞
の
意
義
は
音
声
に
示
さ
れ
る
の
で
、
書
き
方
に
は
色
々

あ
り
う
る
。
收
咀
と
父
且
の
音
声
は
共
に
、
混
ぜ
て
搗
砕
す
る
音

を
表
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
陶
弘
景
の
「
搗
之
」
の
説
が
正
し
い

と
認
め
ら
れ
る
。

医
籍
に
は
連
綿
詞
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
語
現
象

に
つ
い
て
の
著
述
は
極
め
て
少
な
い
。
今
回
の
発
表
は
ま
だ
導
入

に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

汚
つ
Ｏ
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